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1.は じめに

　新 学習指 導要領 において,問 題解決 的な学習方法を

用い ることの重 要性 が強調 され てい る。 家庭 科は よ り

よく生き るための生活実践力を学ぶ教科 であ り,そ の

学習方法の適用 に際 しては,学 習内容 を子 どもが 自分

の問題 として編 み直 していけ るよ うな手だてが必要 と

な る。 しか しなが ら,子 どもたちの現状 は生活経験 が

非常に乏 しいため,自 分に問題 が発 生 しない限 り,深

く考え,学 ぶ機 会はな く,ま た学習過程 において も自

分の こととして想像 した り,考 えた りす ることが難 し

い。 子 どもたちが これか ら生きてい く過程 で問題 に直

面 した際に,よ り適切 に対処す ることがで きるよ う,

生活課題 を問い直す家庭 科の授 業が求め られ てい る。

　 一方,道 徳教 育においては 「道徳 的問題解 決への内

発 的動機 づけ」 と 「ジ レンマを介 して為 され る認知 的

葛藤 の よ り構造化 された解決 が道徳性 の促進 を もた ら

す」としてモラル ジ レンマ資料が活 用 されてい る1)(荒

木　 1993)。 モ ラル ジレンマはR.コ ール バー グの 「道

徳性認 知発 達段 階論 」2)に 依拠 してい るが,そ れ らを

参考に しなが らも,家 庭 科では 「道徳 的葛藤 」ではな

く,生 活的価値,ヒ ト,モ ノ,コ トとの関係性 につい

て考え られ るよ うな教材 を開発 したい と考 えてい る。

荒木(1993)を 参考3)に す るな らば,家 庭科授 業にお

いてもジ レンマ教材 を用いることに よって,「 二っ以上

の生活的価値 の問で生 じる葛藤 にゆ さぶ りをかけ るこ

とに よって解決 に導 く過程 を通 して,子 ども一人ひ と

りの生活 的判 断力 を育成 す る」意 義があ ると考え る。

　 そ こで,ヒ ト,モ ノ,コ トとかかわ りなが ら生きて

い る私たちに生起す る生活課題 を問い直す ことのでき

るジ レンマ教材 を開発 し,そ れ を用 いた授業を実践 し,

教材 の内容構成や指 導方法について検討 す ることを 目

的 とす る。

2.ご みの始末を考えるジレンマ教材の開発

(1)対 象児童における家庭科学習の課題

　対象児童が在籍する学校の所在地である三原市は平

成25年 度か らごみ袋が有料化 とな り,こ れまで使用 し

ていた黒のごみ袋は使用できな くなった。各家庭にお

いても,ご みの減量化や適切な分別がこれまで以上に

求められている。

　一方,対 象児童の家庭科の学習に対する関心は高く,

これまでに調理実習で使用するための三角巾やエプロ

ンの製作,栄 養素や栄養バランスの取れた食事につい

て考える学習を進めてきた。調理実習においても子 ど

もたちは,計 画か ら調理 ・試食までは非常に意欲的に

取 り組めていた。平成25年5月 のキャンプ直前には飯

盒炊飯の事前練習 としてカ レーを作 り,調 理室の使い

方や簡単な作 り方の手順,後 片付けの方法などを学び,

こんろや調理器具を安全に使い調理をしなければな ら

ないとい う意識 をもっことができていた。

　 しか し,後 片付けになると主体的に動ける子 どもと

そ うでない子どもの差が明確にな り,主 体的に動いて

いても,洗 剤や水の使い過ぎ,ご みを適切に処分 した

り,分 別 した りできにくい,水 気の拭き残 しが多い と

いう衛生や環境への配慮が不十分である実態が見られた。

(2)ジ レンマ教材の開発

　そこで,調 理実習時の調理ごみの始末時に起こりう

る出来事を題材 とした教材を用いて,考 え ・実践 し・

理解することにより自己の変容を促 し,家 庭生活の中

でよりよく実践することを目指す教材を試案 した。

　教材開発にあたっては,荒 木(1993)が 授業に含ま

れる基本的な要素 として,【展開段階】①ジレンマを解

決すべき問題と感 じる　②ジレンマに対 して自分の意

見を表明する　③教師を交えて話 し合 う　 ④自分の考

Chiyo Demille, Shiho Fujii, Ayumu Kobayashi, Keiko Ito, Teruyo Mochizuki, Sara Hamada, and Tomoe 

 Miyasato: Lesson practices in home economics under the new Course of Study: The development of materials 

that stimulate questioning of life tasks

 223



え を他 人の考え と絡 ませ て吟味 し,練 り上げ る　 【終

末段 階】⑤最 終の判 断 とその理 由 をま とめ る」 と述 べ

てい ることを踏 ま えた。 さらに,家 庭科 においては次

の点に も留意 した4)。

・ジ レンマ教材 を通 しての学びの 中に ,子 ども自身 の

　生活 をか らませ,意 識 化 させ,自 身の生活 を問い直

　せ るよ うにす る。

・子 どもが興味 ・関心 を持ち ,主 人公 が直面す る問題

　 を自分の こととして解 決でき るス トー リー とす る。

・発 達段 階を考慮 し,ス トー リーの状況設 定や事実の

　記 述は よ り単純化 す る。

　 楽 しい調理 ・試食 が終わ り限 られ た時間の 中,食 器

や鍋 を洗い始め る友だ ちのそばで,自 分 もや らなけれ

ばな らない とい う意識 をもって,ご みの始末に取 り組

む主人公 を設 定 した。調 理台に残 ってい る様 々な ごみ

は,水 分をたっぷ り含 んだ残飯 ・残 菜,ツ ナ缶,に ん

じんを包装 していたプ ラスチ ックの袋 な どとし,分 別

して捨て ることは分かってい る,し か しなが らごみ箱

に行 く と残 念 なが ら分別 され てい ない状 況下 にお い

て,主 人公 が ど うした らよいか とい う迷 いの場面を設

定 した。分別 を しなけれ ばいけない ことを理解 してい

る子 どもたちには,分 別 しなければい けない,で も時

間 も限 られ てい るのでそのままで もいいや とい うとい

う感 情の対 立を考 えることができ るよ うに した。

　 また,主 人公 として4月 か ら各学級 のキ ャラクター

として存在 してい るキ ラ リくん(1組),未 来 くん(2

組)を,題 材 を通 して ワークシー トや ス トー リーの中

に登場 させ ることに よ り,子 どもたちが よ り身近にそ

して 自分の姿を重ね ることができ るよ うに した。

【場面3】 後片付け開始

「あ一おい しか った。 ごちそ うさまで した

　 あ。」
「ほな,急 いで片付 け しようや。」

未 来君以外の子た ちはみ んなが食 べた食器

や なべ を流 し台に運 んで洗 い始 めま した。

【場面4】 調理台の ごみ に気づ く

「よ し,ぼ くも …　 　 あっ。」

調 理で出た ごみが調理台 の上 に残 ってい る

のを見つけた未来君 は 自分 の班 の分をま と

めて前の ごみ箱 に捨 てに行 くこ とに しま し

た。

「えっ と,い ろいろあるなあ。」

調 理台には,ツ ナの缶や野菜 くず,に ん じ

んが入 っていたナイ ロン袋 な どが残 ってい

ます。 流 し台の三角 コーナー の中には水気

をたっぷ り含んだ キャベ ツや残飯 が入って

います。未来君 は,ま ず,野 菜 くず と残飯

を一緒 に して持 ってい くことに しま した。

【場面5】 ごみ をま とめ る

「あ,未 来君。 ちょっ と待 って,水 が もれ

　 よるよ。」

野菜 くず と水分 をた っぷ り含 んだ残飯 の袋

か ら水 がポタポタ落ちています。

「まあ,え えやん。時 間がない しそのまま

　 捨てて くるよ。」

未 来君はついで にツナ の缶や にん じんの袋

も一緒 に持 ってい くことに しま した。

「いっぺんにすんで,早 く終わるよなあ。」

未 来君は両手い っぱい に捨 てるものを持っ

て前のごみ箱 に急 ぎま した。

【場面6】 ごみ箱の前で迷 う

そ こには,4つ の ごみ箱 が置 かれ ていて,

燃 えるごみ ・プラスチ ック ・びん/か ん ・不

燃 物に分かれています。燃 えるごみの中に

は,他 の班の誰かが捨 てた空 き缶 も混 ざっ

ているのが見えま した。

「未 来君,は や くはや く。 いそがん と休 み

　 時間 も片付 けせん とい けんなるよ。 こっ

　 ち も手伝 って!」

「うわ あ,ど うしよ う。ま よ うなあ …　 。」

・友達がみ んな片付

け始 めた。

・ぼ く も片 付 け な く

ち や。

・い ろ い ろ あ る な あ。

・時 間が ないか ら,

残飯 は水切 りせず

そ の ま ま 捨 て よ

　う。

・他 の ごみ も一 緒 に

持 って い こ う。

・分 けて 入 れ ない と

い け ない 。 で も,

す で に他 の ごみ が

混 ざ って る しど う

しよ う。

・い そ が な き ゃ。
・ど う しよ う。 ごみ

は分 け る かそ の ま

ま入 れ よ うか 。

表1　 シナ リオの場面と主人公の心情の変化

「未来くんの調理実習」

場面
【場 面1】 調 理実習

今 日は待 ち に待 った家 庭科 の調 理 実習 で

す。未 来君は,同 じ班の友達 とツナサラダ

を作 りま した。

【場 面2】 試食
「おい しいねえ。や っぱ り自分 たちで作 っ

　 たサラダはひ と味ちが うね。」

「家 でもまた作 ってみ たいなあ。」

み んなで協力 して作 った料理 はいつ も より

何倍 もおい しく感 じられ,楽 しい会話 もど

ん どんはずみ ます。

「そ うい えば,こ の後 の休み時間,サ ッカー

　行 くよな。」

「もちろん。」

「わた しは裏校庭 でけい どう。」

「わた しは放送委員の仕事。今 日は6年 生

　 がお らんけん,か わ りにや るんよ。」

それ ぞれ みんな忙 しくな りそ うです。

「そろそろ片 づけせ ん と間に合 わんね。」

主人公の心情の変化

・期 待 感

・楽 しい

・満 足 感 ・お い しい

・早 く片付 けを終わ

らせて,休 み時間

に自分の ことをし

たい,し なければ

な らない。

3.授 業の実際

(1)授 業実践の時期 と対象

　 平成25年10.月 か ら11.月の問 に広 島大学附属三原小学

校 第5学 年2ク ラス79名 において実施 した。

(2)題 材の概 要

　 ○題 材名　 オ リジナルサ ラダ を作 ろ う

　 ○題 材 目標

　 ・調 理 に関心 をもち,衛 生や環境 に配慮 した簡単な

調理や後片付けをしようとすることができるよう

にする。　　 (家庭生活への関心 ・意欲 ・態度)

・身の回 りにある野菜を使 ったサラダの調理計画に

ついて考えた り,自 分な りに工夫 した りすること

ができるようにする。　 (生活を創意工夫する力)

・ゆでたまご ・ゆで野菜の調理において適切な材料

の計量,洗 い方,切 り方,後 片付けができるよう

にする。　　　　　　　　　　　 (生活の技能)

・調理に必要な用具や食器の環境や衛生に配慮 した

取扱いや食品に応 じたゆで方が理解できるように
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す る。

○題材の流れ

(家庭生活についての知識 ・理解)

次

1

身
時
間
口

2

谷
時
間
口

3

谷
時
間口

○ね らい ・学習活動

0ゆ でた まご とボイルキ ャベ ツの調理 を通 して,適 切な

　調理方法 を理解す る。
・ゆで ることによる変化を体験的 に理解す る。
・調理 を通 して,材 料の適切な洗い方,ゆ で方,切 り方,

　後片付けの仕方 を理解す る。
・調理用具 を安全かつ衛 生的に使用す る。

○基本 のサ ラダを調 理す ることを通 して,基 礎 的な技能

　 を身につ ける。
・ドレッシング作 りを通 して,材 料 の適切 な量 り方 を理

　解 す る。

・ブ ロッコ リー とにん じんのサ ラダ作 りを通 して,基 礎

　的な技能 を身につけ る。
・ジレンマ教材 か ら考え る活動 を通 して,環 境に配慮 し

　た適切な ごみの始末方法 を理解す る(本 時)。

0オ リジナル サラダを計画 ・調理す るこ とを通 して,調

　理の技能 をよ り確 かな もの に し,切 り方や 盛 りつ け方

　について工夫す る。
・栄養 のバ ランスを考えなが ら材料 を選択 し,切 り方や

　盛 りつけ方 を考 えなが ら,調 理実習計画 をたて る。
・実習計画 に沿って,サ ラダ作 りを行 い,調 理 ・後片付

　けについてふ りかえ る。

(3)ジ レンマ教材を用いた授業の概要

○本時の 目標

　 調理実習で出たごみの始末について話 し合 う活動

を通して,ご みの分別について理解 し,環 境に配慮

した後片付 けを正 しく行なお うとする。

○学習過程
学習事項

1　 学習課題

への接近

2　 学習課題

の設定

3.学 習課題

の追求

(見通す)

(話し合う)

(深める)

4.本 時のま

とめ

児童の活動

(1)「未来君の調理実習」を聞き,主

人公の置かれた状況をつかむ。
・ごみを早く捨てたい。
・分けないといけな臨

・自分もまよったことがある。

(2)学 習課題を設定する。

教師の働きかけとねらい

(1)話 を通して,後 片付けの時に起こりうるジ

　 レンマに直面することができるようにする。
・まよいの内容を理解できるように,主 人公の置
かれた状況や気もちを簡単に整理する。

(2)学 習課題を設定し,本時の見通しを持っこ

　 とができるようにする。

調理実習で出たごみの始末について話し合おう。

(3)主 人公の取るべき態度を確認す

　 る。
・ごみは分けて捨てる。
・生ごみの水気は切る。

(4)未 来君が抱えている調理ごみの

始末を班ごとに話し合いながら行

　 う。
・生ごみはざるに人れたり,し ぼっ

　たりして水気を切る。
・生ごみは広告の紙でくるむ、
・ツナの缶は,さ っと洗ってから捨

　てたほうがいい。

(5)環 境に配慮したごみの始末をす

　 る理由について理解する。
・生ごみの80%は 水分で 悪臭や腐

敗の原因や 焼却できにくくする。
・リサイクルはごみの減量化にもつ

　ながる。

(6)自 分の後片付けの状況について

　ふり返りと今後への気もちをまと

　める。
・家や調理実習では片付けを最後ま

　でていねいに行いたい。
・ごみを分別したり,水 気をきった

　 りして,環 境のことを考えながら

調理をしていきたい。

(3)主人公がしなければならないことを考えるこ

　 とで,調理ごみの片付け方を理解できるように

する。

(4)実物を使いながらごみの始末を行うことによ

　 り,方法を具体的に理解することができるよう

　にする。
・始末の方法やその理由をワークシートに記人す

　ることにより,思考や発言を促し,行動につな

　がることができるようにする。

(5)なぜごみを分別するのかについて話し合うこ

　 とで,環境への配慮、の老要性に気づくことがで

　きるようにする。
・水きりやごみの減量にっいて知っていることを

　引き出した後,科学的な資料を提示し,理由づ

　けをより明確化する。

(6)前 時の調理実習を想起させながら,今後の学

　習や食生活への実践を考えることができるよ

　 うにする。

盆家族や班の一員として,環壇に配慮した後片付

　けを正しく行っていこうとしているカ㌔

　ジレンマ教材を導入に使用す ることで,子 どもたち

の意識を調理 ごみの処理に傾けた。主人公のジレンマ

を基盤に子 どもたちにも 「分別する」「分別 しない」と

い う心理的葛藤を起こさせたかったのだが,子 どもた

ちは 「分別する=正 しい」,つま り主人公は 「分別 しな

ければな らない」 とい う認識が強く,ほ ぼ全員が 「分

別する」に挙手をしてお り,授 業の中で葛藤をさせる

には至 らなかった。「分別できない」理由,つ ま り時間

の束縛や主人公のモラルについてもう少 し踏み込んだ

発問をすることで,子 どもたちの心にゆさぶ りをかけ

ることができていた と思われる。その後,実 践におい

ては,前 時の調理実習 と同じごみを分別することで子

どもたちの経験知も増え,さ らにごみの大きさや重さ

を比較することで,ご みの減量化を視覚的にとらえる

ことができた。一方で,ツ ナ缶の油を落 とす洗浄につ

いては洗剤 を無駄に使 う子 どもの姿が見 られるなど,

意識と実態の乖離も見 られた。実習に入る前に環境へ

の配慮について,ひ と工夫ない しは共通認識が必要で

あった。さらに科学的知識については,限 られた時間

の中で 「ごみの分別」 と 「ごみの減量」を取 り扱った

ことと実習に時間を割いたため時間が足 りず,ご みの

減量化による効果を提示するのみ となった。尚,授 業

中に示すことのできなかった 「ごみの分別」について

は次時で取 り扱った。授業における発問の工夫や指導

案,教 材を開発する上での課題が明 らか となった。

4.ジ レンマ教材 を用 いた授業の学習効果

　本授業対象者(2ク ラスの5年 生79名)を 対象 とし,

授業 実施 前後 に表2の 紙 芝居 「ま さお さんのバー ベ

キュー」 を提示 し,物 語後半 に主人公が遭遇す るジ レ

ンマ に基づいて,主 人公の予想 され る行動 とその理 由

を記入 させた(表2)。 具体 的には,「(問1)ま さお さ

ん はこの後一人で ゴ ミを片づ けますが,こ れ らの ゴ ミ

を どうす る と思いますか?　 (問2)ど うしてそ うす

る と思 います か?で きるだ け くわ し く理 由を書 きま

しょ う。」 と尋ね,自 由記述で回答 を求 めた。



(1)子 どもの意識の変容

表3は 問1に 記 した事前事後アンケー トの回答結果

を示したものである。

表3　 問1ま さおさんの行動に対する回答の変容

　　　　　　　　　　　　 実数は人数,()内%

回答

分
別
す
る

①

②

①+②

分別 しな い

そ　 の　 他

男 子(N=34)

pre

6(17.6)

17(50.0)

23(67.6)

6(17.6)

5(14.7)

post

5(14.7)

25(73.5)

30(88.2)

2(5.9)

2(5.9)

女 子(N=41)

pre

6(14.6)

27(65.9)

33(80.5)

5(12.2)

3(7.3)

post

10(24.4)

26(63.4)

36(87.8)

4(9.8)

1(2.4)

① ごみ箱 と自分たちのごみの両方を分別する。

② ごみ箱のごみの分別については明記 されていないが,分 別

　す ると回答。

　 バーベ キュー を した後一人 にな ったま さおが,雨 の

降 る中 自分た ちの ごみの片付 けを行 うにあた って ど う

す るか とい う問いに対 して,全 体的 に女子の意識は高

く,授 業実施前後の どちらにおいて も 「分別す る」 と

回答 してい る割 合は80%を 超 えてい る。 さ らに,授 業

前後の変容 をみ ると,「分別す る」と回答 した割合 は男

子20.6ポ イ ン ト,女 子7.0ポ イ ン ト増加 した。特 に,授

業実施前 には,「分別 しない」と回答 していた男子が 「分

別 す る」 と意識 を変化 させ てい るのが特徴 的であ る。

　 その他の回答 と しては,上 の方だ け分別 す る,別 の

袋 を持って くる(そ の後の行動 については理 由欄 にも

明記 されていない),家 に持って帰 るな どで あった。

　授業 では,導 入部分にジ レンマス トー リー を用 いて,

その後の主人公 の行動の あ り方 を議論 した り,ご みの

分別 方法 とその理 由について学習 した りした。表4,
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5に ア ンケー トの問2ま さお さんの とった行 動につい

てその理 由を 自由記 述 した ものをま とめた。 それ らを

分類 した結果,環 境へ の配慮,他 人へ の迷惑/影 響,本

人の価値観,分 別方 法,ル ール,言 い訳,雨,一 人,

欲 求,そ の他 な どll項 目に分類 す ることができた。 な

お,他 人への迷 惑及 び影 響 とな る行 為の違 いは,前 者

は ごみを収集 した り処理 した りす る人が大変,河 原 を

使 う人が嫌 な気持 ちにな る内容,後 者 は次に捨て る人

が どち らに入れ ていいか分か らない,困 る,も しくは

次の人 も分別 しな くな るとい う内容 で分類 を行 った。

表4　 pre一問2ま さおが とった行動の理 由

　　　　　　　　　　　　(自 由記述,複 数回答)

　記述数の総計が174か ら209に 増加 した こ とに示 され

るよ うに,授 業前後 において,回 答内容が質 ・量 とも

に大 きく変化 した。事前ア ンケー トで 「分別 しない」

と回答 していた子 どもが 「分別す る」 と意識 を変容 さ

せた結果,「 分別す る②」の記述数が95か ら147へ と大

幅 に増加 してい るこ とが分か る。特 に 「環境への影響」

が著 しく,記 述 も事前で は 「分別 を しない と環境 によ

くないか ら」と否 定的な書き方 を していた ものが,「分

別 をす ると環境 にいいか ら」「燃 えやす い」など肯定的

な書 き方 が 目立 つ よ うになった。 また 「エネル ギー」

「資源」「リサイクル」など環境 に関す る言語の増加 が

見 られ る。(表6)

理由

まさおの行動

環境への影響

他人への迷惑

他人への影響

本人の人格 ・感情 ・価値観 ・責任感

分別方法

ノレー ノレ

言 い 訳(ま とめ て収 集 車 ・

も と も と ぐち ゃ ぐち ゃ)

雨
一 人

,面 倒

時間がかか る,ド ッジが したい

その他

記述数合計

分別す る

①

4

14

5

11

0

2

0

0

0

2

0

38

②

14

22

9

32

5

5

0

1

2

4

1

95

分別

しない

0

0

0

1

0

0

5

7

5

9

1

28

その他

0

1

0

1

0

1

1

1

1

4

3

13

174

表5

① ② は表3と 同 じ。

post一問2ま さおが とった行動 の理 由

　　　　　　　　　(自 由記述,複 数回答)

環境への影響

他人への迷惑

他人への影響

本人の人格 ・感情 ・価値観 ・責任感

分別方法

ノレー ノレ

言 い 訳(ま とめ て 収 集 車 ・

も と も と ぐち ゃ ぐち ゃ)

雨
一 人

,面 倒

時間がかか る,ド ッジが したい

その他

記述数合計

分別す る

①

5

10

3

11

4

1

0

0

1

0

2

37

②

33

35

4

33

14

0

2

3

1

12

10

147

分別

しない

0

0

0

0

0

0

4

1

2

4

0

11

その他

0

0

0

2

1

0

3

3

0

3

2

14

209

表6　 環境への影響に関する記述

環境 に よ くな い/い い ・影 響 が あ る ・破 壊

自然(川 原 ・森)が よ ごれ る

焼却できない

環境について勉強しているはず

有害なガスが出る

リサイクルできるかもしれない

埋立地がなくなる

燃やすためのエネルギーが必要

燃 えやすい

燃やさなくていいものを燃やしてしま う

pre

9

3

3

1

1

1

0

0

0

0

post

7

0

3

0

6

5

6

5

4

2

(pre自 由記述抜粋)

(A子)分 別しないと,も えないごみだけ残ってしま うか

もしれない。ごみの中にリサイクルできるものが入って

いたら無駄になると思 う。

(B男)分 別をしていないと,ご み処理場で燃やすときに

もえないごみを燃やして,大 変なことになるかもしれな

い。

(C子)時 間がかかって遊びに行けないかもしれないけれ

ど,分 けた方が環境にもいいし,す っきりした気持ちに

なれる。 自然をよごしたくない。

(post自 由記述抜粋)

(A子)燃 えるごみに燃えないごみが入っていると,完 全

に燃やすのにエネルギーが必要。燃 えないごみに燃 える

ゴミが入っていると,埋 める広さが大きくなる。リサイ

クルできるものはリサイクル したら,ご みを減らすだけ

でなく,新 しい資源を創 り出すことになる。

(B男)分 別せずに全て燃やしてしま うと,リ サイクルで

きる資源まで全て燃えて しま うのでもったいない。ま

た,ご み処理場の最後に分別する人がいたとしても,た

くさん仕事が増えて困るし,危 険。

(C子)確 かに分けるのは大変だけど,燃 えるごみや燃え

ないごみを適当に捨てて しま うとごみ処理場のエネル

ギーがもったいないから。

① ② は表3と 同 じ。
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　これらの数値が増加 した要因としては,授 業の中で

分別の理由を問 うた際に子どもたちが経験に基づく既

存の知識を出し合ったことや,提 示 されたごみの処理

に関する資料の内容によると考えられる。

5.成 果と課題

　本研究では,私 たちに生起す る生活課題 を問い直す

ことのできるジレンマ教材を開発 し,学 校生活と家庭

生活の乖離が起 こることのないよう分別方法について

は自治体の方針に沿いながら,そ してごみや個人の行

動が及ぼす影響を心理的 ・実践的 ・科学的に問い直し

ながら授業づくりに取 り組んだ。

　読み物教材を作る上での場面設定の難 しさや問いか

け,ま た授業の中での発問の工夫や学習指導案の検討,

活用力の育成が課題 として浮き彫 りになった。

　環境や消費といった身近な生活課題 を子どもたちが

様々な視点からとらえ,生 活の主体者としてよりよい

経験そ して実生活を送っていくことのできるよう,今

後ともさらに研究を進めていきたい。
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